日本感情心理学会 御中

著作権譲渡書

論文番号
：　  　－　　　　　 
論文タイトル
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

著者氏名(全員)
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当学会誌に掲載される論文等について，著者は，著作権・出版権に関し，以下の諸項に同意する。著者が複数におよぶ場合は，代表著者の同意をもって総員の意思とする。

· 著作権の日本感情心理学会への譲渡。電子メディア化する権利，翻訳権，翻案権，二次的著作物の利用権を含む。既に他の学会等へ著作権を譲渡している場合は，著者の責任においてその旨を原稿の末尾に，「この論文の著作権は， ○○へ譲渡されている。」と記入のこと。

· 他の著作物の著作権を侵害していないこと。および，著作権許諾が必要な引用については無償での転載許諾を書面で得ていること。
· 著者が，セルフアーカイブとして，機関リポジトリ等の公的なオンラインリポジトリ又は自身のホームページ等の営利を目的としないウェブ・サイトから論文等を公開する場合は，著作権関連規程第5条に定める最終原稿（著者最終稿）を用いること。公開する最終原稿には，「本稿は著者最終稿であり最終掲載版ではない」旨を表示し，出典（誌名，巻号頁，発行年）及びDOI又はJ-STAGE掲載先URLを明記すること。学会が編集し公開した版（最終掲載版）をそのまま複写・複製して公開してはならない。当学会誌での正式公開に先立ってセルフアーカイブを希望する場合（形式は任意）は，掲載決定済みの最終原稿であり，正式公開までに修正が入り得る点を明記した上で，本学会に対して事前に申し出ること。なお，申し出の手段は問わない。

· 必要な場合には著者の所属機関のしかるべき権限を有する人の同意を得ていること。なお，本書によって著作権の譲渡を行っても，以下の権利は著者の手元に残るものとする。

－ 著作権以外の例えば特許権等の権利

－ 著者が自分の業績をまとめる際にその一部分として使用すること
－ その他，日本の著作権法に反しない利用

（署名） 

（代表）著者：  　　　　　　　　　　　　　　　日　付：　　　年　　　月　　　日

（以下は著者の所属機関で，著作権譲渡に責任者の承認が必要な場合に使用して下さい）

（署名） 

所属機関責任者：　   　　　　　　　　

　日　付：　　　年　　　月　　　日
所属機関・役　職：   　　　　　　　
　　　　　　　
